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4年，おり利別J11 
順位 河 JlI 名 都道府県 B 0 01，直

1 後志利別川 北海道 0.5mg/! 

1 寒河江 川 山 青3 0.5 

l 黒部 川 { 邑 山 0.5 

4 札 内 )11 北海道 0.6 

4 抄 流川 北海道 0.6 

4 空知 )11 北海道 0.6 

4 雨 竜 川 北海道 0.6 

平成6年清流河川

流日本ーに1".'グ11立3位

後志利別川 BOD~直と順位の移り変わり
5イ立

3位

80D1直
mg/ e 
0.6 

-~ 
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6年

河

川

敷

で

の

び

の

び

と

パ
l
ク
ゴ
ル
フ

を

楽

し

む

5年4年3年

河
川
愛
護
月
聞
の
一
環
と
し
て

7
月
初
日、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

が
昨
年
完
成
し
た
オ
ア
シ
ス
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
コ

l
ス
(
今
金
橋
左
岸

下
流
)
で
行
わ
れ
、
北
部

3
町
か

ら
1
5
0
名
が
参
加
し
て
腕
前
を

競
い
ま
し
た
。

時
折
、
雨
が
降
る
と
い
う
悪
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
し
た
が
、
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
会
貝
の
指
導
を

受
け
、
初
心
者
も
楽
し
め
る
大
会

と
な
り
ま
し
た
。

l位

2年

11立

元年

l位

63年

l位

62年

0.5 

0.3 

0.2 

0.4 

水
質
現
況

調
査
結
果

建
設
省
で
は
、毎
年
、全
固
め
一

級
河
川
の
水
質
割
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

平
成
6
年
の
調
査
結
果

が
7
月
初
日
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
本
町
を
流
れ
る
後

志
利
別
川
が
平
成
2
年
以
来
4
年

ぶ
り
に
日
本
一
の
清
流
と
な
り
ま

し
た
。こ

の
水
質
調
査
は
全
国
の
一
級

河
川
1
0
9
水
系
、

1
0
7
6
地

点
で
毎
月
l
回
、
河
川
の
水
質
汚

濁
状
況
を
示
す
B
O
D
(
生
物
化

学
的
酸
素
要
求
量
)
の
値
が
調
べ

ら
れ
て

い
る
も
の
で
す。

水
質
調
査
の
結
果
、
利
別
川
は

前
年
と
同
じ

0
・
5
略
で
し
た
が
、

渇
水
の
影
響
な
ど
も
あ
り
、
4
年

ぶ
り
に
清
流
日
本
一
の
座
に
か
え

り
ぎ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ョ

ン
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

る
な
ど
多
く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
、

活
用
さ
れ
て
い
る
後
志
利
別
川
の

河
川
環
境
保
全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

清
流
日
本

4
年
以

)
f手

函
置
開
発
埋
設
剖
今
金
河
川
事
構
所

小

竹

寛

晃

さん

所
長

日
頃
か
ら
河
川
事
業
の
実
施
に

関
し
ま
し
て
、
こ
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

お
蔭
様
で
後
志
利
別
川
が
4
年

〕2
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第5園清総まつゆ
川
に
親
し
み
、
川
を
大
切
に
し

て
利
別
川
町
消
流
を
守
ろ
う
と
8

月
日
目
、
清
流
保
護
の
会
主
催
の

，
清
流
ま
つ
り
'
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

河
川
敷
に
作
ら
れ
た
特
設
会
場

で
は
大
噴
水
、
ヤ
マ
ベ

・
ニ
ジ
マ

ス
の
つ
か
み
取
り
大
会
、
宝
さ
が

し
な
ど
子
供
た
ち
が
楽
し
め
る
イ

ベ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

川
に

触
れ
な
が
ら
、
川
町
持
つ
魅
力
を

体
験
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
祭
り
を
通
し
て
川
を
理
解

し
、
利
別
川
の
清
流
を
後
世
に
残

し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

• • 
ぶ
り
に
「
清
流
日
本
一
」
に
輝
き

ま
し
た
。
こ
れ
は
清
流
保
穫
の
会

は
じ
め
、
地
域
住
民
的
皆
さ
ま
の

「川
を
美
し
く
す
る
」
熱
意
向
賜

物
と
思
い
ま
す
。

平
成

6
年
度
の
流
況
は
、
北
海

道
を
除
き
全
国
的
に
渇
水
の
影
響

で
近
年
に
な
く
水
質
が
悪
化
し
た

た
め
、

利
別
川
が
全
国
一

に
復
活

し
た
も
の
と
恩
わ
れ
ま
す
が
、
今

後
も
、
こ
の
清
流
日
本
一
が
続
き

ま
す
よ
う
皆
様
の
努
力
で
現
在
の

水
質
を
よ
り
良
く
な
る
よ
う
保

っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
近
特
に
、
河
川
環
境
の
あ
り

方
に
つ
い
て
関
心
が
集
ま

っ
て
き

て
お
り
ま
す
。
当
事
業
所
も
「
魚
、

鳥
、
人
に
や
さ
し
い
水
辺
づ
く
り
」

に
配
慮
し
な
が
ら
治
水
事
業
を
実

施
し
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

監
か
な
生
物
と
財
産
を
守
り
育

て
、
豊
か
な
生
物
と
美
し
い
風
土

を
育
む
と
い
う
河
川
の
理
想
像
に

向
け
、
利
別
川
の
幻
世
紀
に
向
け

た
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
河
川
の
再

生
、
人
と
川
の
ふ
れ
あ
い
を
実
現

す
る
た
め
、
治
水
事
業
は
最
も
優

先
的
に
整
備
す
べ
き
卒
業
と
考
、
え

て
お
り
ま
す
。

地
域
住
民
の
方
々
と
共
に
、
こ

の
清
流
を
次
的
世
代
に
引
き
継
い

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

っ
と
し
た
心
づ
か
い

で
出
来
る
静
化
対
策

ち
ょ

普
段
、
私
た
ち
が
何
げ
な
く
台

所
か
ら
流
し
て
い
る
調
理
ク
ズ
、

食
べ
残
し
ゃ
廃
油
な
ど
が
川
を
汚

し
て
い
ま
す
。

各
家
庭
で
少
し
ず
つ
努
力
を
す

れ
ば
、
そ
れ
だ
け
確
実
に
川
は
き

れ
い
に
な
り
ま
す
。
各
家
庭
で
話

し
合
い
、
実
践
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

例

1

〈洗
濯
洗
剤
v

洗
剤
は
、
計

例
2 

量
カ
ッ
プ
な
ど
で
正
し
く

計
っ
て
使
う
。

〈
油
の
処
理
v

下
水
に
流
さ

な
い
で
、
古
新
聞
な
ど
に

し
み
こ
ま
せ
て
ゴ
ミ
と
し

て
出
す
。

〈
調
理
く
ず
〉
土
に
埋
め
て

肥
料
に
す
る
か
、
ゴ
ミ
と

し
て
出
す
。

〕3
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松本イクヨさん

満100歳
おめでとうございます

(日進)

7
月
お
日
に
満
百
歳
を
迎
、
え
た

松
本
イ
ク
ヨ

さ
ん
(
日
進
)
に
長
寿

を
お
祝
い
し
て
敬
老
金
日
万
円
が

町
長
か
ら
手
渡
き
れ
ま
し
た
。

百
歳
以
上
の
敬
老
金
は
岩
間
キ

サ
ぷ
、
高
畑
ナ
ヲ
ぷ
に
つ
い
で
3

人
目
で
す
。

松
本
さん
は
U
歳
か
ら
∞
∞
歳
ま
で

の
問
に
初
年
近
く
入
退
院
を
繰
り

返
し
、
家
族
の
方
も

ρ

こ
ん
な
に

長
生
き
で
き
る
と
は
。
と
語
っ
て

い
ま
し
た
。

自
分
が
満
百
歳
を
迎
、
λ
た
こ
と

が
信
じ
ら
れ
な
い
様
子
の
松
本
さん

は
現
在
、
薬
も
飲
ま
ず
元
気
で
す
。

今
後
も
、
健
康
に
留
意
し
て
長

生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

6
月
日
比
日
に
逝
去
さ
れ
た
元
今
金
町
議
会
議

員
制
石
川
正
ぷ

(mw
白
石
)
に
勲
六
等
瑞
宝

章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
地
方
自
治
発
展
に
た
い
す
る
永
年
の

功
績
が
認
め
ら
れ
、
故
人
的

ω日
に
あ
た
る

8

月
1
日
に
檎
山
支
庁
総
務
課
長
か
ら
奥
さ
ん
の

キ
ヨ

さん
に
勲
記
と
勲
章
が
伝
達
さ
れ
た
も
の
で

側
石
川
正
さ
ん
に

勲
六
等
瑞
宝
章

町
祭

盆
人

参

&l 

す
。石

川
さ
ん
は
昭
和
弘
年
か
ら
3
期
ロ
年
間
に

わ
た
り
、
町
議
会
議
員
と
し
て
町
政
の
推
進
に

努
め
、
住
民
の
福
祉
、
生
活
の
向
上
を
願
い
、

町
理
事
者
に
対
し
て
積
極
的
に
進
言
、
協
調
に

努
め
、
地
域
開
発
の
振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ
た

功
績
が
認
め
ら
れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

• e 

新
た
な
飛
躍
を
誓
う

更
生
保
護
婦
人
会

結
成
凶
年
を
迎
え
る

結
成

ω周
年
の
節
目
を
迎
、
え
た

今
金
町
更
生
保
護
婦
人
会
(
会
長

石
井
照
子
)
の
記
念
式
典
及
び
祝

賀
会
が

8
月
Z
目
、
町
民
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
会
員
ら
印
名
が
集
ま

り
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
金
町
更
生
保
護
婦
人
会
は
昭

和

ω年
に
か
罪
を
犯
し
た
人
や
非

行
に
陥
っ
た
少
年
の
立
ち
直
り
を

助
け
、
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会

を
つ
く
ろ
う
と
す
る
婦
人
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
H

と
し
て
設
立
、
現

在
内
会
員
数
は
お
名
で
す
。

石
井
会
長
は
「
明
る
い
社
会
づ

く
り
に
一
歩

一
歩
前
進
し
て
い
き

ま
す
。」

と
式
辞
を
述
べ
、
今
後

ま
す
ま
す
の
飛
躍
を
誓
っ
て
い
ま

し
た
。

初
歳
の

奮いの言葉を述ベる新成人代表

門
出
奮
視
ラ

お
盆
休
み
や
夏
休
み
で
帰
省
し

た
若
者
を
迎
え
て
の
今
金
町
成
人

祭
が

8
月
日
目
、
町
民
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、
別
名
の
新
成
人
が

門
出
の
祝
福
を
受
け
ま
し
た
。

当
日
の
会
場
は
、
ク
ラ
ス
会
的

な
こ
や
か
な
雰
閉
気
の
な
か
に

も
新
成
人
と
し
て
の
決
意
が
感
じ

ら
れ
、
村
本
町
長
が
寸
成
人
と
し

て
の
自
覚
と
責
任
を
も
っ
て
大
い

に
前
進
し
て
ほ
し
い
。
L

と
激
励

し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
新
成
人
を
代
表
し

て
伊
藤
宏
典
ぷ
、
佐
々
木
由
香
ぷ

が

「自
分
の
人
生
が
ま
ち
が
っ
て

い
な
か
っ
た
と
い
う
人
生
を
送
り

た
い
。」

と
哲
い
の
言
葉
を
述
べ

て
い
ま
し
た
。

本
町
出
身
内
建
築
家
で
さ
っ
ぽ

ろ
今
金
会
会
長
の
井
口
健
氏
が

寸
却
歳
の
君
た
ち
へ
贈
る
こ
と
ば
」

と
題
す
る
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

引
続
き
、
軽
食
と
交
流
の
っ
と

い
で
旧
交
を
温
め
て
い
ま
し
た
。

総合福祉施設建設工事着工• 
ー'

歴
史
漫
画

〕4
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保
健
・
医
療
・
福
祉
サ
ビ
ス
の
拠
点
と
し

て
平
成
9
年
度
開
設
を
め
ざ
す
今
金
町
総
合
福

祉
施
設
建
設
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
ロ

こ
の
施
設
は
病
院
と
老
人
ホ
ム
町
中
間
施

設
で
家
庭
へ
の
復
帰
の
た
め
の
医
療
と
日
常
サ

ー
ビ
ス
の
両
方
の
提
供
を
受
け
ら
れ
る
印
床
の

「老
人
保
健
施
設
」
を
中
心
に

7
施
設
を
合
築

し
、
施
設
機
能
と
職
員
の
一
元
化
を
は
か
る
複

合
施
設
で
す
。

病
院
に
併
設
さ
れ
る
こ
の
施
設
は
総
面
積
4

7
3
9
d
、
工
費
日
億
3
百
初
万
円
で
老
人
保

健
施
設
及
び
訪
問
看
護
ス
テ
|
ン
ヨ
ン
は
年
金

積
立
還
元
融
資
を
受
け
て
建
設
す
る
も
の
で
す
。

~保健・医療・福祉サービスの拠点~

『イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
の
丘
』

寄
贈
(
ぴ
り
か
塾
)

町
内
の
ま
ち
お
こ
し
グ
ル
ー
プ

寸
ぴ
り
か
塾
」
の
メ
ン
バ
が

7

月
M
目
、
町
教
育
委
員
会
を
訪
れ
、

昨
年
完
成
し
た
歴
史
漫
画

「
イ
ン

マ
ヌ
エ
ル
の
丘
」

1
2
0
部
を
寄

贈
し
ま
し
た
。

同
会
で
は
か
郷
土
を
学
ぶ
授
業

の
参
考
に
し
て
ほ
し
い
。
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

枝
勤
職
な
が
れ
る

さ
っ
ぽ
ろ
舎
金
会
総
会

さ
っ
ぽ
ろ
今
金
会
の
総
会
が

7

月
幻
目
、
ホ
テ
ル
・
ポ

l
ル
ス
タ

l
札
幌
で
開
催
さ
れ
、

1
5
0
名

あ
ま
り
の
会
員
が
旧
交
を
あ
た
た

め
ま
し
た
。

同
会
は
井
口
健
さ
ん
を
会
長
に

札
幌
市
及
び
そ
の
近
効
に
住
ん
で

い
る
今
金
町
出
身
者
や
本
町
に
ゆ

か
り
の
あ
る
方
な
ど
3
5
0
名
の

会
員
が
い
ま
す
。

会
場
で
は
今
金
町
内
各
小
学
校

の
校
歌
が
流
れ
、
な
つ
か
し
い
故

郷
の
話
に
花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

1
 

5
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江
別
市
の
野
脱
空
手
道
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
内
団
長
ら

ω名
が

8
月

5
、
6
の
両
目
、
今
金
町
に
滞
在

し
、
当
町
の
空
手
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
と
合
同
練
習
を
行
う
な
ど
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

総
合
体
育
館
で
の
合
同
練
習
に

は
八
雲
町
の
選
手
4
名
も
参
加
し
、

お
互
い
の
技
術
の
向
上
を
は
か
り

な
が
ら
の
鍛
練
と
な
り
ま
し
た
。

練
習
の
後
、
奥
美
利
河
温
泉
や

ゴ
l
カ
l
ト
坊
を
視
察
し
、
ク
ア

プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
に
お
い
て
ジ

ン
ギ

ス
カ
ン
を
食
べ
な
が
ら
さ
ら
に
交

流
を
深
め、

つ
ぎ
の
大
会
で
の
お

互
い
の
健
闘
を
奮
い
あ
っ
て
い
ま

し
た
。

~ 

E 

の 3日間(9時から17時)

函館職業能力開発促進セ ンタ

学科11時、実技10時間

告橿技能構薗舎のご案内

の 2日間(9時から19時)

10，000円

12，000円

学科、実技

14，400円(テキスト代含む)

合 5トン未満クレーン特別教育

函館市職業訓練センター

平成 7年 10月21日-22日

平成 7年 10月24日一26日

会員外

労働基準協会員

合アーク(電気)溶接特別教室

女王掛技能講習会

3 

戸斤

4.受講料

所

講習科目

4 受講料

時

時

3 講習科目

2 場

日

日

2 場

l 

l 

日ごろの肥育ぶりを競う第2国

商工 犠

第
2
回
商
工
祭
が
エ
ン
ジ
ョ
イ

サ
7
1
7
ェ
ア
と
銘
打
ち
、

8
月

日
目
、
デ

・
モ
l
レ
ン
広
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
祭
り
に
は
ソ

l
ラ
ン
踊

り
大
会
で
知
事
特
別
賞
を
受
賞
し

た
積
丹
町
チ

l
ム

ω名
が
同
祭
り

に
参
加
、
ア
イ
ン
|
ル
宝
く
じ
抽

選
会
、
道
高
む
つ
子
シ
ョ
ー
な
ど

多
彩
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
終
日

盛
り
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

平成 7年 10月13日 9時 -14日

13時までの 2日間

函館市職業訓練センター

学科、実技

函館労働基準協会員 15，000円

非会貝17，000円(テキス ト代含む)

合ガス溶接(金属の溶接、溶断、加熱)技能講 習会

平成 7年 9月21日 9時-22日

時

R斤

講習科目

4 受講料

日

2 場

3 

1 

町
畜
産
共
進
会
主
催
の
第
花
園

商
産
共
進
会
が

8
月
叩
目
、

会
会
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
日
は
、
乳
用
牛
川
崎
頭
、
肉

用
牛
お
頭
、
馬
ロ
頭
の
出
陳
が
あ

り
、
日
ご
ろ
の
肥
育
ぶ
り
や
体
位

を
競
い
あ
い
ま
し
た
。

各
部
門
の
最
高
位
は
次
の
と
お

り
で
し
た
。

第32回家畜共進会

-
乳
用
牛
マ
未
経
産
の
部
ホ
ワ

イ
ト
ロ

y
ク

・
リ

カ

キ

ュ

l
ピ

ー

・
ク
イ
ー
ン
(
鈴
岡
・白
岩
正
美
)

ホ
ワ
イ
ト
ロ
ッ
ク

マ
経
産
の
部

ベ
ン
チ
ャ
ー
ミ
ス
テ
ィ
(
鈴

阿
・白
岩
正
美
)
A
'

肉
用
牛
の
部
マ

子
牛
の
部
あ
き
く
に
(
田
代

・
苅

町
教
委
と
美
利
河
海
牛
化
石

調
査
研
究
会
主
催
の

H

石
器
づ

く
り
セ
ミ
ナ
ー
'
が

7
月刊日

-

m固
め
両
目
、
美
利
河
小
学
校

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

石
器
を
作
り
、

• • 
が
矢
じ
り
な
ど

の
尖
頭
器
づ
く

り
に
挑
戦
し
ま

し
た
。

悪
戦
苦
闘
の

す
え
に
完
成
し

た
石
器
で
サ
ン

7

や
7

ト
ン
を

き
ぱ
き
、

古
代

人
の
気
分
を
あ

じ
わ

っ
て
い
ま

し
た
。

17時までの 2日間

函館職業能力開発促進センター

学科、実技

9，550円(テキスト代含む)

時

所

3 講習科目

4 受講料

日

2 場

1 

使
う
と
い
う

r;:3 ~~ :_U，; ， : 
vy ， .2 

~S I ~ 1 !!.ー

.司，" 牛骨戸ii三三=・ー

台小型移動式クレーン運転技能講習

平成 7年 9月16日9時-18日

18時までの 3日間

時日1 

共
進

1
 

6
 

〔

屋
実
)
マ
未
経
産
の
部

か
ね

9
(
春
日
井
・
佐
藤
弘
二
マ

経
産
の
部
や
ま
き
だ

4
(
鈴
金
・

山
固
定
雄
)
.
馬
の
部

勢
姫

(金

原

・
服
部
信
次
)

も
り

体
験
を
通
し
て、

今
か
ら

1
万

数
千
年
前
、
ピ
リ
カ
遺
跡
で
営

ま
れ
た
旧
石
器
時
代
人
の
生
活

に
触
れ
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年

行
わ
れ
、
今
年
で
叩
回
目
。

町
内
外
か
ら
参
加
し
た

ω名

函館教育会館

全科目受講 30，000円

(テキスト代1，700円別)

受験科目により受講料が変わります

〕7
 

〔

2-0111 

勾主役場商工観光課にもあります。

函館市東雲 町17番5号 H0138-22-3337

函館労働基準協会事務局

H 

学科、実技

役場商工観光課

なお、申し込み

E斤

4 受講料

※問い合わせ先

講習科目

2 場

3 



大雨にも負ぴず

却
時
間

コ
ン
サ
ー
ト
開
催

ライブコンサート続訂

「
愛
か
ら
は
じ
め
よ
う
」

μ
時

間
メ
ソ
セ
|
ジ
コ
ン
サ
ー
ト
と
銘

打
ち
、
司
キ
ャ
ン
プ
を
し
な
が
ら
ラ

イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
も
う
と

第

1
回
キ
ャ
ン
プ
ラ
イ
ブ
1
4
0

が
7
月
却
、
初
日
の
両
日
、
町
内

神
丘
町
愛
指
令
ラ
ン
ド
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

愛
指
令
ラ
ン
ド
は
丸
太
づ
く
り

の
ス
テ
ー
ジ
、
ク
ジ
ラ
池
な
ど
が

あ
る
愛
指
令
の
会
手
作
り
の
公
園

• • 

のぬ
)faL⑨
⑨
省局

も
A
Y
は
友
達
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

美
利
河
に
来
て

L
、
さ
l
J
E
3

、

れ
に
美
相
河
町
人
は
み
ん
な

捷
利
河
小
S
年

榎

戸
三
希
子
ぷ
親
切
な
人
ば
か
り
で
よ
か

っ
た
で

す
。

ゾ
ト
且

--m阿
国
グ

r
v
f

私
は
美
利
河
に
来
て
良
か
っ
た

4

‘
司
」
晶
'l
h

j
J

こ
と
が
た
く
き
ん
あ
り
ま
し
た
。

凶-----司

J

-
--

‘
art
--・

』

一
つ
目
は
運
動
会
で
す
。
運

1
a
，R

H
1
F
i

V
¥

動
会
で
は
、
親
や
地
域
内
人
が
出

』

ー

ら
れ
て
楽
し
い
で
す
。
そ
れ
に
、

「友
達
で
き
る
か
な
あ
J

私

ふ

っ
、
つ
の
学
校
と
極
目
が
ち
が

つ

は
最
初
、
美
利
河
に
来
た
時
、
友
て
お
も
し
ろ
い
で
す
。
ま
だ
ま
だ

達
が
で
き
る
か

心
配
で
し
た
。
で

楽

し

い

こ

と

が
あ
り
ま
し
た
。

一

岩

井

英

明

さ
ん

生
ま
れ
は
砂
原
町
で
函
館
市

…

一

，

内
の
高
校
の
商
業
科
を
卒
業
、

い

一

八

幡

町

側

「広
く
て
き
れ
い
な
所
」
と
今

…

4
月
か
ら
商
工
会
で
補
助
員
、
金
町
の
印
象
を
語
っ
て
く
れ
ま

…

~
7
月
か
ら
は
記
帳
専
任
職
員
と
し
た
。

句

ク

し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

趣
味
は
音
楽
鑑
賞
、
暇
な
と

…

ド

¥

、

き
は
パ
チ
ン
コ
で
時
間
を
つ

ぶ

…

F

¥

す
こ
と
も

。

…

惹

h
臨
凪

-vr
¥

「少
し
で
も
早
く
仕
事
ふ
乞
党
一
…

・
・
司
司
雲

)

J
〆

t

え
て
、
商
工
業
者
の
皆
さ
ん
の

一

-Fう
一
一

、

a役
に
立
ち
た

い
。
そ
し
て
指
導

…

a
-
-
RMに

し
1
、

只
の
資
格
も
取
り
た
い
。
」

と

…

…

aa，
、

笑
顔
で
抱
負
を
諮

っ
て
く
れ
ま

…

一

し
た
。

一

で
広
く
町
民
に
開
放
さ
れ
て
い
ま

す
。今

回
の

コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
速

く
は
仙
台
、
む
つ
市
、
滝
川
、
札

幌
な
ど
か
ら
フ
ォ
ー
ク
、
ロ

ソ
ク

グ
ル
プ
な
ど
初
組
が
参
加
。
‘キ

ャ
ン
プ
7
ァ
イ
ヤ
を
し
な
が
ら

演
奏
を
続
け
ま
し
た
。

会
場
で
は
羊
の
丸
焼
き
、

ン
ポ
お
好
み
焼
き
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ

な
ど
も
振
る
ま
わ
れ
、
聴
衆
も
大

満
足
。

残
念
な
が
ら
深
夜
か
ら
大
雨
と

な
り
、
観
客
席
や
ス
テ
ー
ジ
に
テ

ン
ト
を
張
り
、
ず
ぶ
濡
れ
に
な
り

な
が
ら
も
最
後
ま
で
ラ
イ
ブ
を
統

行
。
聴
衆
は
チ
ヨ
ン
ト
少
な
め
で

し
た
が
、
参
加
者
全
員
、
充
実
感

漂
う
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
り

ま
し
た
。

三( ∞o必見。∞
目: 今金町を含む桧山菅内 6困Tがテレビ放映 。
は十

されます。(北海道大化放送 UH 8) 

大; 番組名 「クルメの島が匙った/

三! 桧山宜紀行J (仮題)

学j平成7年9月初日 (土)附 5∞-5:55 

校 j今金町 日本の清流て鮎を釣る

で中井誠司氏他出演)
は t

ゃ
れ
な
い
こ
と
を
や
る
と
言
う

た
と
え
ば
全
貝
で
ハ
イ

キ
ン
ク
を
し
た
り

と
で
す
。

魚
つ
り
を
し

た
り

楽
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

丈と。
三
つ
目
は
、
前
の
学
校
よ
り
、

い
ろ
い
ろ
な
動
物
が
い
る
か
ら
で

す
。
チ
ャ
ボ
、
め
ん
よ
う
、
う
さ

ぎ
な
ど
い
ま
す
。
前
ま
で
さ
わ
れ

な
か
っ
た
チ
ャ
ボ
と
か
が
、

さ
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
し
て
、

か
っ
た
で
す
。

一
学
期
は
、

楽
し
い
こ
と
が
い

っ
ぱ
い
あ
り
ま
し
た
。

一
年
間
終
わ

っ
て
家
に
帰
る
時

-

』

+AF
、

』

i

思
い
出
を
た
く
さ
ん
作
っ

て
帰
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
金
町
教
育
相
談
員
に

〕自〔

石
岡
夏
男
J
、

西
雪

清

輝

さん
、

津

〉〆

ぺ'

暴
力
行
為
、
非
行
や
い

じ
め、

不
登
校
な
ど
の
情
報
を
収
集
し、

早
期
発
見
と
早
期
解
決
を
は
か
る

た
め
に
次
の

3
名
の
方
々
が
選
任

さ
れ
、
電
話
相
談

・
来
庁
相
談

・

訪
問
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
の
で

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

-
電
話
相
談

教
育
委
員
会
事
務
局
に
設
置
さ

れ
て
い
る
専
用
電
話
を
利
用
し
、

相
談
を
受
け
ま
す
。

8
2
1
3
5
5
0
番
(
相
談
室
)

*
地
域
の
健
全
育
成
に
関
す
る
情

報
提
供
も
受
け
付
け
て

い
ま
す

0

.
来
斤
相
談

(相
談
室
)

相
談
者
自
身
の
仲
裁
の
た
め
の

関
係
者
に
よ
る
協
議
が
必
要
な
場

合
は
、
教
育
委
員
会
内
の
相
談
室

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

.
訪
問
相
談

相
談
者
の
希
望
に
よ
り
、
相
談

者
宅
や
関
係
者
向
自
宅
を
訪
問
し
、

相
談
に
対
応
す
る
。

' . • 

卓
さん
の

3
氏
を
選
任

謀
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
に
な
ら

な
い
よ
う
配
慮
い
た
し
ま
す
の
で
、

ご
安
心
く
だ
さ
い
。〈

教
育
委
員
会
〉夏男な石岡清輝九西雪阜なd畢
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〕目1
 

〔

ぞ
れ
日
以
上
、

色
党
正
常
で

応
じ
ま
す
。

詳
し
く
は
、
八
雲
簡
易
裁
判
所
・

函
館
家
庭
裁
判
所
八
雲
出
張
所

(
窓
口

1
3
7
6

2

2

4

9

4
)
 

社創言祉協議会だより 7 8. 10 

※光町里学d 園、付豊寿圏、と社会福祉協ま議会への

多額の」寄ありがうござい した」。盆盆堕i

〈車 京浜〉申都書〉 池谷田 世キヨ地ν 
高 正彦
〈繍 松生長今 川老谷 サナエ

佐 藤市 智 子 金 人クラブ
く札 幌 〉

坂辻山白 本崎田 晃建健忠 設二吉
乙 1小栂キ牧部椛市市ュ〉〉 レ イ 子
〈苫

高 寅吉

田 山中 控 生子繁〈小
ワタ ュ ー セ イ モ ア

〈函館部町〉 西 昭昭 男夫
阿 草穂美

サダ
'硲本F 亮依移雲向 二

金四郎
政

ァイプ

大 直 行雄 沢

J精商守E 

会
奥

井村間
山美同ト伺、 佐 胃子キ閉 111 

岩)11 フ回主 一伸塁

年
金
相
談
日
の

お

知

ら

せ

心
身
他
全
な
方

3
、
試
験
町
方
法
及
び
内
容

①
第
1
次
試
験

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
談
を

次
の
日
程
で
お
受
け
い
た
し
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

教
養
試
験
、

作
文
試
験

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

②
第
2
次
試
験

第
1
次
試
験

調
技理技
白邑 柿T
検審
定試査

草食
。コ
お
安日

‘つ
-tt 

合
格
者
の
う
ち
か
ら
、

採
用

言己

予
定
消
防
署
に
お
い
て
行
い

9
月
お
日
(
木
)

午
前

ω時
1
午
後

3
時
ま
で

2
、
と
こ
ろ
役
場
町
民
相
級
室

3
、
相
談

貝

函

館
社
会
保
険
事

務
所
職
貝
1
名

〈町
民
福
祉
課
年
金
係
》

ま
す
。

4
、
試
験
的
日
時
及
び
場
所

平
成

7
年
叩
月

8
日
側

と

き

l 

平
成

B
年
1
月
幻
日
か
ら

2
月

間
山
日
ま
で
の
聞
に
試
験
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
こ
の
試
験
は
、
国
家
試

験
で
調
理
技
術
、
技
能
を
高
め
調

理
仰
の
地
位
向
向
上
を
図
る
た
め

設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

実
技
試
験
H
H
日
本
料
理

・
西
洋
料

理
・
麺
料
理
の
い
ず
れ
か

1
料

理
の
み
受
験
で
き
ま
す
。

学
科
試
験
H
H
調
理

一
般
・
調
理
師

法

・
材

料

食

品

衛

生

-
公
衆

衛
生

・
食
品
栄
養
関
係
法
規

及
び
安
全
衛
生

受
験
資
格

1
実
務
経
験
年
数
が
必

要
で
す
。

試
験
実
施
場
所
H
H
札
脱
市

長
験
申
舗
手
続
き
等
H
東
京
都
港

区
赤
坂

7

m

9

第

4
文
成

ピ
ル

社
団
法
人

日

11寺午
前

9
時
か
ら

、

場
所

江
差
町
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー

5
、
受
付
期
間
及
び
手
続

地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
が
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
全
国
的
に

9
月
を

「
障
害
者
雇
用
促
進
月
間
」
と
し
、

障
害
の
あ
る
方
々
の
就
職
促
進
の

た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
を
展
開

し
ま
す
が
、
当
所
で
は

「集
団
お

見
合
い
」
方
式
に
よ
る
雇
用
促
進

会
な
ど
を
開
催
し
ま
す
の
で
多
く

の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し
ま

す。※
詳
し
く
は
ハ
ロ

l
ワ
ー
ク
函
館

ま
で

平
成

8
年
度
桧
山
広
域

行
政
組
合
消
防
職
員

採
用
試
験
に
つ
い
て

タ

平
成

7
年
9
月
日
日
か
ら
同

9

※
問
い
合
わ
せ
先

今
金
保
健
所
予
防
課
普
及
係

8
2
1
0
2
5
1
 

フ

月
初
日
ま
で
各
町
消
防
署
へ

無
料
調
停
相
談
の

お

知

せ

1
、
採
用
予
定
今
金
・
瀬
棚

・

奥
尻
江
差
の
各
消
防
署

2
、
受
験
資
格

①
昭
和
的
年
4
月
2
日
か
ら
昭

和
臼
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方

②
普
通
自
動
車

1
額
免
許
取
得

者
又
は
取
得
見
込
者

③
身
長
山
川
町
以
上
、

体
霊
臼
ほ

以
上
、
視
力
両
眼
裸
眼
で

ω

以
上
か
っ
一
眼
裸
眼
で
そ
れ

9
月
は
「
障
害
者
雇
用

促
進
月
間
」
で
す

勺

平
成

7
年
日
月
ロ
日
附

午
前
叩
時
か
ら
午
後

3
時

ま
で

と

き

い
ま
、
管
内
で
は

3
5
0
人
以

上
の
障
害
の
あ
る
方
々
が
、
就
職

先
を
探
し
て
い
ま
す
。

隊
害
の
あ
る
方
々
が
就
職
し
、

職
業
を
通
じ
て
社
会
の
中
で
自
立

し
て
い
く
た
め
に
は
、
障
害
の
あ

る
方
自
身
の
自
覚
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
何
よ
り
も
企
業
の
方
々
や

と

こ

ろ

八

雲
町
公
民
館

2
階

損
金
銭
、
究
賞
、
土
地
建
物
、
サ

ラ
金
信
販
関
係
、
交
通
事
故
な
ど

に
よ
る
損
害
賠
償
、
家
庭
内
・
親

族
聞
の
問
題
な
ど
、
身
近
な
紛
争

に
つ
い
て
、
間
停
委
員
が
相
談
に

8
0
1
3
8
l
お
1
0
7
3
5

調
理
師
技
能
セ
ン

• 

• • 

• 

そ
し
て
タ
ン
パ
ク
質

-
ビ
タ
ミ
ン

類
を
意
撤
し
て
と
る
よ
う
に
し
ま

す
。
タ
ン
パ
ク
質
は
消
化
の
よ
い

良
質
の
も
の
、
例
え
ば
乳
製
品
、

卵
、
豆
腐
、
脂
肪
の
少
な
い
肉
や

魚
を
。
ビ
タ
ミ
ン
類
で
は

B
が
疲

労
回
復
に
有
効
で
す
。
豚
肉
、
レ

バ
ー
、
落
下
生
な
ど
に

B
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

運
動
l
疲
労
回
復
が
目
的
で
あ

れ
ば
ウ
ォ

l
キ
ン
グ
や
ス
ト
レ
ッ

チ
な
ど
軽
〈
汗
を
か
く
程
度
の
も

の
で
十
分
で
す
。
体
的
こ
り
を
ほ

ぐ
し
、
血
液
の
循
環
を
良
く
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

休
養
1
休
袈
と
い

っ
て
も
一
日

中
何
も
せ
ず
ご
ろ
ご
ろ
と
す
る
だ

け
で
は
、
体
の
疲
れ
は
と
れ
て
も

脳
の
疲
れ
は
、
た
ま
る

一
方
で
す
。

脳
の
疲
れ
「
ぐ
っ
た
り
し
た
疲
れ
」

は
、
運
動
で
軽
く
汗
を
か
い
た
後

の
肉
体
的
な
寸
き
わ
や
か
な
疲
れ
」

に
変
、
え
る
方
が
解
消
し
や
す
く
な

り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
心
が
け
、
友

の
疲
れ
を
残
さ
な
い
生
活
を
送
り

ま
し
ょ
、
っ
。

今
年
の
夏
は
、
昨
年
の
猛
暑
と

は
う
っ
て
変
わ
り
、
暑
か
っ
た
期

間
も
短
く
、
過
ご
し
ゃ
す
い
も
の
一

と
な

っ
て
い
ま
す
。
体
闘
を
崩
さ

ず
に
過
ご
せ
て
い
る
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
が
秋
に
向
け
、
夏
の
疲

れ
を
回
復
さ
せ
て
お
き
た
い
も
の

で
す
。

-
夏
パ
テ
は
な
ぜ
起
き
る
の
か
?

夏
パ
テ
は
、
夏
の
終
わ
り
か
ら

食
欲
不
振
・
不
眠
脱
力
感
が
現

れ
、
体
重
が
減
っ
て
く
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。
汗
を
か
く
こ
と
が
多

く
、
ま
た
水
や
消
涼
飲
料
水
を
大

混
に
飲
む
こ
と
が
、
食
欲
の
低
下

に
つ
な
が
り
、
暑
さ
で
体
力
が
消

耗
す
る
な
ど
の
状
態
が
重
な
っ
た

結
果
、
起
こ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

.
夏
の
疲
れ
を
回
復
さ
せ
る
た
め

項 目 対 説者 実施日 時 問 対草地区 実施金場 備 考 お知らせ

4日間 25日開)

11日伺) 老人禍祉
秋田衛生指導日

① 一 般相談 全 住 民 10: 00-12 : 00 全地区
センター

保健指導 ・健康相談

18日伺)

25日明)

② 乳 児相談
生怯

7日開
受付時間i

H 
四I 民 保健指導健康相談

3， 6， 9ヶ月児 9: 30-10 曲 セノター 身体剖劃l

生桂 l歳、 受付時IHJ
尿検査 ・身体計測 ・医師器車

③ 1 i車肘月児検斡 7日同 " " 歯1村旨帯保健指導
7、8ヶ月児 13 回-13:15 

輩聾相談

@ 妊 婦健睦 妊婦 の方 12日同
受付時間

" 
今 金町 尿検査 ・歯科指導 ・保健指導

13 凹-13:30 国保病院 医師診察{有料)

⑤ 股関節脱臼健睦 生後 4ヶ月児 12日同 13 凹-14:00 " 
今 金 閥坦節X線顕彰 3祖混合予防

保健所 接種

生佳 ，1、 畳付時間 町民
身体廿測 ・医師詰察 4日-8日

⑥ 乳児健 睦 21日同 " 歯科指導 ・栄聾指導 bl回、岩間、
7、10、12ヶ月児 13: 00-13 : 15 センター

保健指導 国碑

⑦ 
帳 医地区

!E ニ 住 民
14日同 受付時間

" H 
耳J淋ヰ 各医(病)院にて

巡 回診蹴 26日同 14 : 20-14 : 5G 眼科 個別様極集施

(町民福祉探衛生酷 ・国保係)

~夏の疲れを残さないために~

検診を受けて明るい健康づくり

g月みんなの

単
な
る
夏
パ
テ
で
あ
れ
ば
涼
し

く
な
る
に
つ
れ
、
自
然
に
回
復
し

て
く
る
も
の
で
す
が
、
や
は
り
食

事
や
運
動
、
休
養
を
心
が
け
た
生

活
を
送
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

食
事
1
空
腹
の
時
間
が
長
引
く

こ
と
が
問
腸
に
は
よ
く
あ
り
ま
せ

ん
。
た
と
え
少
量
で
も
三
度
の
食

事
を
規
則
正
し
く
と
り
ま
し
ょ
う
。

〕-1
 

〔



令やや

(前月対比)

7，374人 (-2 ) 

3，545人 (-8) 

3，829人 ( 6) 

2，573世帯 ( 2) 

7月末現在

や令今

人口

男

女

世帯数

g月の休日当番匡

3日 岩 間 医 院 (今金) ~②0057

10日 北柏山町国保病院(北格山 ) ~④5321

15日 今金町国保病院(今金) 合~221

17目 道南ロイヤノレ病院 (北棺山) 雪④5011

23日 植 崎 医 院 (瀬棚) 密⑦3021

24日 今金町国保病院(今金) 包②0221

克彦)大和町

正明)下稲穂

志宏)高美町

者

者

者

説

謎

謎

W

木

明

木

口

木

{

{

{
 

h
q
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J
l

、
f
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日

日

日
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ハヨ

n
u
d
r
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司

1

1

1

2

め

月

月

月

お

7

7

7

‘勺，よ

~
j
A
1

vな

じ

'
糸
品
目
ゅ
佑

ん

同
祐
帥
彩
ム
美

たお

紺

図

原
@ 

藤倉| 平成7年10月1日 l • 
友子、(大和町)

千枝、(南栄町)

町

町

町

園

口升

和

美

寿

舟

大
宜
同
盟
盟
諜

以 8月18日分まで記峨

80iI見

75歳

91歳

93歳

60歳

鈴木

固いつまでもおしあわせに

%前川l 芳広三(大和町)ニ民壁

%星 博之さん(末広町)=瀧津

圃おくやみもうしあげます

石井政吉九 7月28日

芳賀春夫九 7月31日

加) W長国恋九 7月31日

山崎勇吉弘 8月6日

宮谷信夫九 B月!o日

北海道(今金町)

国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
(
国
保
手
帳
)

の
更
新
に
つ
い
て

総務斤統計局

現
在
、
使
用
中
の
国
保
手
帳
は
、

本
年

9
月
初
日
で
使
用
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

国
保
手
帳
、
印
鑑
を
持
参
の
フ

ぇ
、
役
場
町
民
福
祉
課
国
保
係
(
5

番
窓
口

)
で
更
新
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

期
間
は

9
月
間
日
か
ら
同
鈎
日

ま
で
で
す
。

更
新
日
程
に
つ
い
て
は
後
目
、

回
覧
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

1
J

り
糠
お

問
品
寿
闘
で
は

8
月
9
目
、
毎
月

の
お
誕
生
会
に
合
わ
せ
て
夏
ま
つ

り
を
賑
や
か
に
催
し
ま
し
た
。

わ
た
あ
め
・
ヨ
l
ヨ

・射
的
・

焼
き
そ
ば

・
寿
司
な
ど
の
模
擬
屈

も
閑
居
し
、
野
球
拳

・
ス
イ
カ
早

食
い
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
ア
ト

ラ
ク
ン
ョ
ン
で
祭
り
気
分
を
盛
り

上
げ
て
い
ま
し
た
。

当
日
は
桧
山
北
高
校
生
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
お
手
伝
い

に
駆
け
つ

け、

1
年
生
町
河
回
和
美
丸
が
1

総
倉
公
園
に

多
額
の
ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

7
月
お
日
に
ご
逝
去
さ
れ
た
、

元
今
金
町
助
役
倒
石
井
政
吉
丸
町

ご
遺
族
が

8
月
口
日
に
役
場
を
訪

れ
、
故
人
的
意
志
と
し
て

2
0
0

万
円
の
寄
付
を
さ
れ
ま
し
た
。

町
で
は

H

総
合
公
園
へ
桜
の
木

を
植
え
て
ほ
し
い
。
と
の
故
人
的

意
志
に
そ

っ
て
単
備
を
進
め
て
い

き
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

発
行
/
北
海
道
舎
金
町
役
場• 
耐
②
O

A
l
A
l
A
l

番

ト仁会

1
 

2
 

1
 

〔

日
園
長
と
し
て
活
限
。
お
年
寄
り

も
な
ご
や
か
な
1
日
を
楽
し
く
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。

を

多
額
の
ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

寄付金を手渡たす石井なのニ'遺族

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
臆
係


